
筆
は
止
め
か
、
右
に
は
ね
ま
す
（
近
道
）。
三
画
目
の
点
は
次
の
文

字
へ
の
す
ば
や
い
移
行
の
た
め
に
左
下
に
は
ね
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
点
画
を
速
く
書
く
と
、「
平
面
運
動
」
や
「
距
離

の
短
縮
（
近
道
）」
に
よ
っ
て
終
筆
で
の
変
化
や
連
続
性
が
生
ま
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
行
書
の
最
も
基
本
と
な
る
特
徴
で
す
。

③
点
画
の
連
続
２
「
直
接
つ
な
げ
て
一
画
で
書
く
」（
図
３
）

点
画
の
終
筆
と
次
の
画
の
始
筆
が
近
く
に
あ
る
場
合
や
接
し
て

い
る
場
合
な
ど
は
、
折
れ
て
直
接
連
続
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
「
先
」
の
一
画
目
の
左
払
い
は
二
画
目
の
横
画
の
始
筆
と

近
い
の
で
直
接
つ
な
げ
ま
す
。
ま
た
、
四
画
目
の
横
画
と
五
画
目

の
左
払
い
は
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
横
画
の
終
筆
と
左
払
い
の

始
筆
を
直
接
つ
な
い
で
書
い
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
点
画
の
連
続
に
は
、
②
の
よ
う
に
終
筆
を
変
化

さ
せ
て
次
画
へ
つ
な
ぐ
方
法
も
あ
れ
ば
、
終
筆
と
次
画
の
始
筆
を

つ
な
げ
て
直
接
連
続
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

次
回
も
基
礎
的
・
基
本
的
行
書
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

さ
え
も
変
え
て
書
い
た
り
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
楷
書
に
近
い
書
き
方
も
あ
れ
ば
、
草
書
に
近
い
書
き
方
ま
で

幅
広
く
あ
る
の
が
行
書
の
特
徴
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
楷
書
に
比

べ
て
さ
ま
ざ
ま
な
書
き
方
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
書
の
書
き
方
が

わ
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

中
学
校
で
学
習
す
る
基
礎
的
・
基
本
的
行
書
は
、
古
来
書
き
継

が
れ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
行
書
を
根
底
に
置
き
な
が
ら
も
、
小
学

校
で
学
習
し
て
き
た
楷
書
、
お
よ
び
「
い
わ
ゆ
る
許
容
の
書
き
方
」

を
踏
ま
え
た
字
形
を
速
書
き
す
る
方
法
を
と
る
こ
と
が
、
無
理
の

な
い
行
書
学
習
と
な
り
ま
す
。

基
礎
的
・
基
本
的
行
書
の
特
徴
を
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
点
画
が
曲
線
的
に
な
り
、字
形
全
体
に
丸
み
が
生
じ
る（
図
１
）

行
書
で
は
、
点
画
の
始
筆
は
滑
り
込
む
よ
う
な
入
り
方
に
な
る

の
で
楷
書
の
始
筆
よ
り
穏
や
か
な
角
度
に
な
り
、
送
筆
部
も
や
や

中
学
校
書
写
の
主
た
る
学
習
内
容
は
、
速
書
き
と
し
て
の
行
書

学
習
で
す
が
、
中
学
一
年
の
一
学
期
で
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き

た
「
い
わ
ゆ
る
許
容
の
書
き
方
」
の
楷
書
を
扱
っ
て
、
速
書
き
の

素
地
を
学
び
ま
す
。
ま
た
、
楷
書
に
調
和
す
る
平
仮
名
も
扱
い
ま

す
。
一
年
の
二
学
期
か
ら
は
行
書
の
基
礎
・
基
本
を
学
習
し
、
二

年
以
降
で
は
行
書
に
調
和
す
る
平
仮
名
、
漢
字
と
平
仮
名
の
調
和
、

そ
し
て
各
種
の
書
式
・
形
式
な
ど
を
学
習
し
て
、
九
年
間
に
及
ぶ

書
写
の
学
習
の
集
大
成
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
て
、
中
学
校
の
書
写
を
担
当
さ
れ
る
先
生
方
か
ら
、
行
書
指

導
に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
や
意
見
が
聞
か
れ
ま
す
の
で
、
今

回
か
ら
、
Ｑ
＆
Ａ
の
形
で
こ
れ
ら
の
声
に
お
答
え
し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
１
　
楷
書
と
比
べ
て
行
書
は
ど
こ
が
ど
う
違
う
の
か
。
ま
た
、

行
書
の
書
き
方
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
だ
が
。

Ａ

行
書
と
い
う
書
体
は
、
本
来
そ
の
書
き
方
に
定
型
が
あ
り
ま

せ
ん
。
と
い
う
の
は
、
点
画
を
連
続
し
て
書
く
た
め
に
、
点
画
の

始
筆
・
送
筆
・
終
筆
、
ま
た
は
点
画
そ
の
も
の
の
形
に
変
化
が
生

じ
る
か
ら
で
す
。
変
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
速
く
書
く
こ
と
を
優

先
す
る
あ
ま
り
、
点
画
を
省
略
し
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
筆
順

丸
み
を
帯
び
ま
す
。
ま
た
、
送
筆
部
が
「
折
れ
」
の
場
合
は
、
ゆ

る
や
か
に
カ
ー
ブ
し
て
方
向
を
変
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
直
線

的
な
楷
書
の
点
画
に
対
し
て
行
書
の
点
画
は
曲
線
的
に
な
り
や
す

く
、
字
形
全
体
に
丸
み
が
生
じ
や
す
く
な
り
ま
す
。

②
点
画
の
連
続
１
「
点
画
の
終
筆
を
変
化
さ
せ
る
」（
図
２
）

点
画
の
終
筆
は
「
止
め
・
は
ね
・
払
い
」
の
三
種
で
す
。
行
書

で
は
、
次
画
ま
た
は
次
字
に
す
ば
や
く
移
行
す
る
気
持
ち
が
、
筆

記
具
の
「
平
面
運
動
」
や
「
距
離
の
短
縮
（
近
道
）」
を
誘
い
、
終

筆
の
筆
使
い
を
変
化
さ
せ
ま
す
。

例
え
ば
、
行
書
の
「
二
」
の
一
画
目
の
終
筆
は
、
す
ば
や
く
二

画
目
の
始
筆
に
向
か
う
た
め
に
左
下
に
は
ね
が
生
じ
ま
す
（
平
面

運
動
）。
ま
た
、「
大
」
の
一
画
目
の
終
筆
は
二
画
目
の
始
筆
に
す

ば
や
く
向
か
う
た
め
に
左
上
に
は
ね
ま
す
（
平
面
運
動
）。
同
じ
く

「
大
」
の
二
画
目
の
終
筆
は
、
完
全
に
払
う
と
大
き
な
円
を
描
い
て

か
ら
三
画
目
の
始
筆
に
入
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
払
う
直
前
に
軽

く
止
め
て
上
に
は
ね
出
す
よ
う
に
な
り
ま
す
（
近
道
）。
三
画
目
の

右
払
い
の
終
筆
は
、
こ
れ
も
完
全
に
払
う
と
次
の
文
字
へ
の
時
間

が
か
か
る
の
で
軽
く
止
め
に
し
ま
す
（
近
道
）。「
小
」
の
一
画
目

の
終
筆
は
、
二
画
目
の
点
に
す
ば
や
く
移
行
す
る
あ
ま
り
、
楷
書

の
「
は
ね
」
よ
り
長
目
に
な
り
ま
す
（
平
面
運
動
）。
二
画
目
の
終
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